

























的評価の正診率は81%であったが、 suvを聞いた定量的評価では、 SUVニ 2.1を関値とした場代のi五診車は
86%であり、特に血糖値が130mg/dl以下の症例群においては、 SUVによる診断の正診半は90%と高い診断












的判定は、以下の 2 者を用いた。腫痛事1~の activítyを投与量と体重で補正した値standardi.zcd uptake 
va]ue(SUV)、糖尿病患者での高lfn糟のSUVに及ぼす影響を補正式を用いて補正したSUVgJucで、ある。
良忠性鑑日IJにおけるCT、MH.Iの正診率はそれぞれ83%、73%であった。 l'、DGPETによる視覚的判定の
1二診率は81%であったが、定量的判定では、 SVVの巨診率は86%となり、 CT、MRIのそれを凌いだ。高血
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糖を示す症{?ljWf.(血糖値130mg/dl以_jJではsuvの止診率79%と低値、日血糖の見られない症例群(血糖
値130mg/dl以下〉ではSじVの疋診半は90%と高値であったむそこで、 SじVglucを用いたところ、全症例を
対象とした場合のJ..J:診率は87%となり、 SじVのそれより高値であった。
月革腫溜性疾患の診断においては、 CTにて形態学的診断を行った後、良悪性鑑別lのためにドDGPETを行
l'..腫納部のSl;Vならび‘にSuVglucの検討を加えることが、診断能の向上に有用であると判明した。
以1-.の研究結果は、 FDGPETが牌瞳府の臨床診断、特にその良悪科.の判定に有用で、勝信iの診療、と
りわけ外科手術適応を決定するのに役立つことを示すものであり、博上(医学)の学位を授与するに値す
ると判定された。
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